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平成３０年６月２６日

新潟市文化政策課

第１１回「千の風音楽祭」出演者募集について

１．内容  第１１回「千の風音楽祭」に出演していただく３～５団体を募集。 

各団体から「千の風になって」を含め２曲程度（８分以内）の 

演奏等を披露していただきます。 

【第１１回千の風音楽祭】

 平成３１年２月９日（土）午後２時３０分から５時（予定）

新潟市音楽文化会館 ホール

監修・スペシャルゲスト 新井 満さん

ゲスト 秋辺デボさん、秋辺マナさん

２．応募資格  「千の風になって」が大好きな２人以上のグループ（最大

１００人まで）で、ジャンルや、プロ・アマ、年齢、国籍は

一切問いません。

演奏以外のパフォーマンスでも応募可能。（ダンス等）

３．募集期間  ７月１日（日）から１０月２２日（月）※当日消印有効 

４．選考方法  演奏またはパフォーマンスを撮影した映像を提出していただ

き、映像による審査を経た上で決定します。 

５．審査員  新井 満さん（作家、作詞・作曲家）

６．出演団体決定  １１月下旬（予定）

７．費用  参加費 無料 

※ その他の必要な経費は各団体の負担とする。 

お問い合わせ先

  新潟市文化政策課振興チーム 担当：大平、山岸

             電話 ０２５－２２６－２５６３（直通）



第 11回「千の風音楽祭」事業計画 H30.6.12現在

1. 名称 第11回 千の風音楽祭
2. 趣旨 多くの日本人の心をとらえた名曲「千の風になって」―。この曲は本市出身の新井満さんが、ふるさ

とに住む大切な友人の悲しい出来事を悼んで作った作品である。

新潟市ではこの曲を活用したまちおこしとして、『プロジェクト「千の風のふるさと・新潟市」』を立

ち上げ、市民の皆さんとの協働によりさまざまな事業に取り組んできた。

このプロジェクトの一つである「千の風音楽祭」は、出演者一人ひとりが感じる「千の風になって」

への想いを様々なジャンルで自由に表現していただくステージである。歌の心である「命の尊さと愛の

素晴らしさ」を未来の子どもたちに大切に伝えていくとともに、相手を思いやる、「やさしいこころの

まちづくり」をすすめる新潟市の都市イメージを、全国へ発信することを目的とする。

3. 主催 千の風音楽祭実行委員会

（千の風・市民の会、（公財）新潟市芸術文化振興財団、（一財）新潟市音楽芸能協会、新潟市）

4. 後援
（予定）

新潟日報社 朝日新聞新潟総局 毎日新聞新潟支局 読売新聞新潟支局 産経新聞新潟支局 

日本経済新聞社新潟支局 ＮＨＫ新潟放送局 ＢＳＮ新潟放送 ＮＳＴ ＴｅＮＹテレビ新潟

ＵＸ新潟テレビ２１ ＮＣＶ新潟センター エフエムラジオ新潟 ＦＭ ＰＯＲＴ ７９．０

ＦＭ ＫＥＮＴＯ ラジオチャット・エフエム新津

5. 協力 七飯町（北海道）、西条市（愛媛県）

＜出演団体募集＞

6. 応募資格 「千の風になって」が大好きな2人以上のグループ（1グループ最大100人程度まで）
ジャンル、プロ・アマ、年齢、国籍は一切不問

7. 募集期間 平成30年7月1日（日）～10月22日（月）（当日消印有効）

8. 申込方法 以下を郵送または直接持参して申込。なお、応募関係書類・映像は返却しない。

(1) 所定の「参加申込用紙」（千の風音楽祭のホームページからも募集要項・参加申込用紙をダウ
ンロード可。）に記入し提出する。

(2) 6 カ月以内に演奏またはパフォーマンスを撮影し、8 分程度に編集した映像（DVD-R 以外の
場合は直接事務局へ問い合わせ。）内容は出演時に発表する曲目と同じでなくとも構わないが、

「千の風になって」の演奏は必ず含める。

【注意事項】

・DVD及びケースには、団体名・曲名を明記する。
・DVDの録画方式はDVD-Rのみとし、録画後に必ずファイナライズ処理を行う。

(3) 団体のプロフィール・写真・会報など、メンバーや活動をアピールできるものを添付する。

9. 費用
（予定）

参加費無料

但し、交通費など参加に伴い必要となる経費は各団体の負担とする。

10. 準備につ
いて

演奏に必要な楽譜は出演団体で準備する。主催者で用意するのは、ピアノ（スタインウェイ・フ

ルコンサートモデル）1台、譜面台（出演者多数の場合、要相談）、指揮者台

11. 出演団体
の決定

事前審査を行い、出演団体を決定する。

（審査員：新井 満さん）

平成 30年 11月下旬に新潟市ホームページで発表するほか、出演団体には別途通知

12. 著作権 当日の演奏に関わる音楽著作権使用料は、主催者が負担する。



＜音楽祭概要＞

13. 日時 平成31年2月9日(土) 
開場：午後2時 開演：午後2時30分（午後5時終了予定）

14. 場所 新潟市音楽文化会館 ホール

15. 主な内容
と出演者

（予定）

・「千の風になって」の詞や曲の世界を様々なジャンルで味わう、盛りだくさんの２時間半。

・第1部では、全国から公募した３～５団体から、「千の風になって」を含め2曲程度（8分間以内）の
パフォーマンスを披露してもらう。素晴らしいパフォーマンスを披露した団体を表彰する。

・第2部は、新井満さんとゲストをお招きし、スペシャルライブを開催する。

【出演ゲスト】(敬称略) 
◆新井 満  本市出身の作家。「千の風になって」の訳詞・作曲により、平成19年日本レコード

大賞作曲賞を受賞

◆秋辺デボ・秋辺マナ 新井氏推薦。プロフィールについて「参考資料」参照

【スケジュール】

◆第1部 オープニング        （10分）
公募出演者演奏       （50分）

         休憩        （20分）
◆第2部 ゲストによるスペシャルライブ（40分）
     表彰・全員合唱       （20分）

【関連スケジュール】

◆リハーサル  2月9日（土）（公募出演者、ゲスト共に）
◆交流会(予定)  2月8日（金）
 （交流会については、参加団体数の状況を見て開催を判断。）

16. 出演順 主催者が決定する。

17. 公募団体
の演奏曲及び

演奏時間

曲数は問わないが、「千の風になって」を含み、8分以内とする。曲間にナレーション等を入れる
場合は時間に含む。舞台への昇降の時間は含まない。

18. 審査員 新井満さん、秋辺デボさん、秋辺マナさん

19. 表彰
千の風賞、千の星賞、千の光賞、千の雪賞、千の鳥賞 のいずれかから団体毎に表彰

副賞として、千の風ゆかりの都市（北海道七飯町、愛媛県西条市、新潟市）から記念品を贈呈する。

20. 入場料 入場料 1,000円（高校生以下無料）

21. 観覧申込
について

（予定）

(1) 観覧希望者は往復はがきにて事前に申し込み
(2) 応募者多数の場合は抽選の上、入場整理券を郵送
(3) 当日、入場整理券を提示の上、入場料支払い
・告知時期 11月下旬
・申込受付 11月下旬～1月中旬頃
・告知方法 新潟市ホームページ、「市報にいがた」、千の風音楽祭ポスター・チラシなど

＜問合せ先＞

22．問合せ先 千の風音楽祭実行委員事務局
〒951-8550 新潟市中央区学校町通１番町 602-1 
      新潟市文化政策課振興チーム

      電話 025-226-2563 FAX 025-226-0066 E-mail bunka＠city.niigata.lg.jp 
URL http://www.city.niigata.lg.jp/info/bunka/project_sennokaze/index.html 







平成３０年６月２６日

新 潟 市 市 民 生 活 部

市民生活課・市民協働課

子どもの見守り活動に対する緊急補助について 

５月に西区で発生した女子児童殺人死体遺棄事件を受け、地域による子どもの

見守り活動を支援するため、地域コミュニティ協議会や自治会・町内会等が行う

活動及び防犯カメラの購入・設置にかかる経費等への補助に緊急枠を設け、地域

の要望に対応します。

１ 補助の内容 

区分 活動補助 設備整備補助 

対象事業 子どもの見守り活動 防犯カメラ購入・設置 

補 助 率 １０／１０ １／２ 

補助上限額

コミ協・自治会：２０万円 

※複数小学校区で構成されるコミ協：４0万円

ＮＰＯ・その他団体：１０万円 

３０万円 ※下限１０万円

主な補助

対象経費

活動に必要な用品購入費 

（ジャンパー、ベスト、帽子等）

防犯カメラ本体購入費及び設

置工事費等 

備考 

継続的・計画的に実施する子ど

もの見守り活動に必要な用品

の購入に限る

全小学校区の危険箇所の総点

検の結果を踏まえ申請

  ・平成 30 年度内に限定して実施 

２ 対象団体 地域コミュニティ協議会、自治会・町内会、NPO等非営利団体

３ 申請窓口 各区役所の地域課または地域総務課

〇 現在行っている取組み内容 

・子どもを見守る各団体、機関による通学路等における危険箇所の緊急総点検 

・登下校の見守り体制の強化(子ども見守り隊・青色パトロール巡視の強化等) 

・子どもの体験型安全教室の拡充 

・不審者情報の提供対象の拡大

配布資料

◎問い合わせ先

【補助に関する事項】市民協働課 高橋、稲葉 電話：025-226-1105 
【取組みに関する事項】市民生活課 佐藤 電話：025-226-1110



平成３０年６月２６日

新潟市まちづくり推進課

「ミズベリング信濃川やすらぎ堤２０１８」のオープンについて 

○目的・コンセプト 

昨年度に引き続き、水辺空間の更なる利活用と賑わい創出を目的として開催。 

“水辺のアウトドアラウンジ「やすらぎ堤」”をコンセプトとして，アウトドアと

健康をテーマに展開。右岸側を飲食・団らんを楽しむ「アウトドアラウンジ」、左岸

側を健康づくりの「ヘルスゾーン」として，信濃川やすらぎ堤のロケーションを活

かした賑わいを創出する。 

○運営主体：株式会社スノーピーク 

区域全体のマネジメントを担い、やすらぎ堤や萬代橋の魅力ある景観に配慮しな

がら、統一感を持ったしつらえで事業を展開する。 

○実施期間  平成３０年７月１日（日）～１０月１４日（日） 

◆出店概要   

右岸側 10 店舗（この他，移動販売車スペース，イベントスペースを設置） 

左岸側 1 店舗 

       ※店舗により出店期間が異なります。詳細は添付のチラシをご覧ください。 

○7月 1日グランドオープン乾杯セレモニー概要  

◆時間，場所   午後 5時 30 分より やすらぎ堤イベントスペースにて 

                    （雨天時 NST 本社 ゆめホール） 

  ◆進行次第 

   ・主催者あいさつ （株）スノーピーク 

   ・関係者祝辞   北陸地方整備局河川部，新潟市 ほか 

   ・その他     鏡開き，乾杯，各店舗 PR 

配布資料

お問い合わせ 

 新潟市まちづくり推進課 担当：西野・土佐 

  電話 ０２５－２２６－２７１６（内線 32716） 







平成３０年６月２６日

新潟市国際・広域観光課

クルーズ船の新潟港寄港について 

今年で４年連続の寄港となる「にっぽん丸」が新潟西港に、また海フェスタ期間中

の７月１７日（火）には「コスタ・ネオロマンチカ」が新潟東港に寄港します。 

当日は、寄港を歓迎して下記のとおり歓迎イベント等を行います。 

１．「にっぽん丸」寄港概要 

（１）寄港日時 

①平成３０年６月２７日（水）新潟港発 ～ ３０日（土）新潟港着 

 6/27 新潟港発   →   6/28 大社   →   6/29 隠岐   →   6/30 新潟港着 

②平成３０年６月３０日（土）新潟港発   

  6/30 新潟港発   →   7/1 奥尻島   →   7/2 利尻島   →   7/3 小樽港着 

③平成３０年７月７日（土）新潟港発 ～ ９日（月）新潟港着   

  7/7 新潟港発   →   7/8 函館   →   7/9 新潟港着 

（２）寄港場所 

  新潟港（西港区）山の下ふ頭北側岸壁 

（３）船舶データ 

船籍：日本（商船三井客船）／ 全長：166.65ｍ  ／ 全幅：24ｍ 

総トン数：22,472 トン ／ 乗客定員：398 名  ※出典：CRUISE SHIP COLLECTION2016・2017

（４）歓送迎対応（予定） ※荒天時、中止の場合あり 

・一般市民と新潟港クルーズ・ファンクラブ会員によるハンカチ振りや

テープシャワーを実施（６月２７日、３０日、７月７日） 

・「笹団五郎」や「花野古町」の登場 

・新潟万代太鼓「華龍」による芸能披露（６月２７日、３０日、７月７日） 

配布資料

着岸：午前８時（前港未定） 

※乗客なし 

離岸：午後１０時半 

着岸：午前１０時 

離岸：午後５時半 

着岸：午前８時（前港：秋田） 

離岸：午前１１時 

着岸：午後３時（前港：函館） 

離岸：午後６時半（次港：酒田） 

※乗客なし 



２．「コスタ・ネオロマンチカ」寄港概要 

（１）寄港日時 

平成３０年７月１７日（火）  

着岸：午前７時（前港：金沢）／ 離岸：午後４時（次港：函館） 

（２）寄港場所 

  新潟港（東港区）南ふ頭木材岸壁 

（３）船舶データ 

船籍：イタリア ／ 全長：220.52ｍ ／ 全幅：30.79ｍ 

総トン数：56,769 トン ／ 乗客定員：1,572 名 ※出典：CRUISE SHIP COLLECTION2016・2017

（４）歓送迎対応（予定） ※荒天時、中止の場合あり 

・出港時に芸能披露等によるにぎやかし 

・物産販売 

・にいがた観光親善大使や「笹団五郎」「花野古町」の登場 

  ・岸壁にて観光案内所および通訳ボランティアを配置 

  ※新潟国際情報大学、国際外語・観光・エアライン専門学校の生徒に協力を依頼 

～２．「コスタ・ネオロマンチカ」参考～ 

○オプショナルツアー先（予定） 

 市内では、燕喜館、白山神社、白山公園、旧齋藤家別邸、北方文化博物館、岩室温泉

などを予定。（市外では彌彦神社や寺泊を予定） 

 ※燕喜館、旧齋藤家別邸、新潟市立歴史博物館を臨時開館 

○市内向けシャトルバス運行予定（乗船客およびクルー用） 

 東港から新潟駅や古町、万代シテイ、朱鷺メッセを結ぶ有料シャトルバスを運行  

 ※各停留所では、臨時の観光案内所を設置予定 

○船内見学会の開催について ※市報にいがた６月１７日号に募集記事掲載 

一般人３０名を対象に実施（午前１０時～正午） 

はがきに必要事項を記載し、６月２９日（金）必着で国際・広域観光課へ 

（申込多数の場合抽選） 

お問い合わせ先

 新潟市 国際・広域観光課 そらうみ誘客推進室

伊藤、高橋

電話 ０２５－２２６－２６１４



◆内容を充実 ページ数を増やして特集などを掲載

◆月２回、第１週と第３週に発行 本冊と別冊をセットで発行 

◆ＷＥＢと連携 

メディア環境の変化に応じた情報発信の取り組み 

〇官民連携 イベント情報ウェブサイト『SHIKAMO（しかも）』 ※別紙参照 

お問い合わせ先 
新潟市広報課広報係   担当：岡村（瑞) 

電話０２５－２２６－２０８９(直通) 

新潟市広報課広報戦略室 担当：岡村（直） 

電話０２５－２２６－２１１１(直通)

平成 30 年６月 26日 

新潟市記者発表資料 

配 布 資 料

題字もリニューアル 

第１週は青色を基調に「水の都にいがた」を、
第３週は緑色を基調に「田園都市」をイメージ 

市報にいがたの歴史
昭和 30 年４月 

創刊、月１回発行 

昭和 51 年４月 

毎週日曜発行 

平成 23 年７月 

区役所だよりと 

合体発行

平成 29 年４月 

月４回発行 

キュレーションサイト（「日刊にいがた」）

からホームページ版市報にいがたへ誘導

新 旧 

市報について 

WEB について 

市報にいがたのリニューアルについて 

○趣 旨  本市の「いま」や「目指す未来」が伝わる紙面に一新し、 

   シビックプライドの醸成につなげていきます。 

○リニューアルのポイント  

◆デザインが一新 写真やイラスト、文字を大きく



（別紙資料） 

【イベント情報ウェブサイト『SHIKAMO（しかも）』】 

○新潟市内で開催される各種イベント情報などを、官・民の区別なく一括して発信する
官民連携の情報サイトです。 

 サイト URL  https://shikamo.jp/   

○特徴 
・新潟市内で開催されるイベント情報だけをピックアップ。民間ならではの付加情報
（イベントの取材記事や主催者へのインタビュー記事など）を加えて魅力たっぷり
に掲載。 

・サイト会員としてスマートフォンアプリの「LINE＠（ラインアット）」アカウントを
登録すると、サイトからプッシュ型配信で最新情報が届きます。 


